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な
ど
近
隣
の
方
が
多
い
こ
と
で

4
9
 こ

の
理
由
は
、
平
原
市
の
ま
ち

づ
く
玖
が
紅
待
パ
ー
ル
ロ
i
ド、

潟
市
開
ス
タ
i
モ
ー
ル
、
西
口
通

り
、
新
仲
溜
り
の
閉
路
線
三
街
区

で
一
行
わ
れ
た
と
お
り
、
線
で
と
ら

え
た
の
で
な
く
、
全
国
で
も

J

珍
し

い
面
約
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た

か
ら
で
し
ょ
う
。

刀

i
ン
、
カ
i
ン
、
カ
1
ン
と

Li--
一
月
間
一
日
午
前
十
一
時
、
新
仲
通
り
ふ
団
活
演
の
シ
ヨ
ソ
ヒ
ン
グ

モ
ル
が
ム
苅
成
し
、
シ
ン
ボ
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
h

o

カ
リ
ヨ
ン
の
鐘
々
が
、
静
か
に
響
き
渡
り
ま
し

た
。
中
心
鶴
間
約
を
活
性
化
し
-
ょ
う
と
、
昭
和
五
十
九
民
度
か
ら
五
か
勾
計
一
回
で
始
め
た
、
中
心
街

ま
ち
づ
く
り
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
ひ
ら
つ
か
れ
」
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
や
荷
広
街
の
み
な
さ
ん

の
努
力
に
よ
り
紅
岳
ハ
l
ル
ロ
;
ド
、
湖
南
ス
タ
i
モ
ー
ル
、
同
け
一
週
り
、
そ
し
て
新
仲
通
り
と

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ル
が
光
江
川
レ
、
明
る
い
楽
し
い
貿
い
物
公
開
閉
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
!
ル
化
に
よ

り
、
一
買
い
物
客
は
、
統
合
パ
i
ル

口
l
ド
は
一
-
一
部
、
湘
南
ス
ヌ
l
モ

i
ル
は
…
劉
同
唱
え
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
、
飲
食
込
関
係
が
よ
く
、

務
者
の
増
加
が
目
立
っ
て
い
ま

落
ち
込
ん
だ
中
心
調
路
街
の
一
市
い
物
公
闘
シ
ヨ
ソ
ヒ
ン
グ
モ
ー
ル
公
団
幽
ら
し
く
人
々
に
憩
い
を
与
え
ず
。
広
舗
の
改
長
率
は
、
紅
谷
パ

性
化
を
限
ろ
う
と
、
昭
和
手
七
が
達
、
六
主
一
月
に
オ
l
ブ
ょ
う
と
、
配
置
や
色
な
ど
を
…
l
一夫

l
ル
ロ
ー
ド
が
九
割
方
、
湖
南
ス

年
に
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
設
資
ン
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
東
海
道
し
て
い
ま
す
。

3
l
モ
ー
ル
は
八
割
方
行
わ
れ
、

さ
れ
一
人
間
宅
問
の
あ
る
ま
ち
づ
本
通
り
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
一
番
思
に
つ
く
の
は
、
例
ζ

い
荷
庖
街
は
一
新
し
て
い
ま
す
。

り
い
の
提
言
が
行
わ
れ
ま
し
化
寄
金
め
、
事
慎
重
五
イ
一
一
一
次
の
っ
て
も
「
カ
リ
ヨ
ン
の
鐙
」
と
呼

だ
こ
の
提
唱
喜
受
け
て
市
で

J

メ
1
ジ
を
取
り
入
れ
た
ア
1
ケ
ば
れ
る
シ
ン
ボ
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
今
後
の
課
題

は
昭
和
五
十
九
年
に
中
心
街
ま
ち

1
ド
や
街
H
A
が
登
場
し
、
六
十
二
。
ベ
ル
タ
ワ
1
0
で
す
。
午
前
十
し
か
し
、
こ
れ
で
十
分
で
は
な

づ
く
り
計
扇
ρ

サ
ン
ラ
イ
ズ
ひ
ら
年
二
月
に
完
成
、
湖
南
ス
タ
!
モ
持
、
十
一
時
、
午
後
三
時
、
五
時
く
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
伊
佐
川
の

つ
か
れ
u

を
多
江
し
、
六
十
一
一
一
年

l
ル
と
命
名
し
ま
し
た
。
十
二
月
の
阿
国
鳴
き
あ
縫
は
、
高
べ
C

十
古
向
い
庖
舗
の
一
層
の
個
性
化
と

度
ま
で
の
五
か
年
計
一
間
で
シ
ョ
ッ
に
は
、
河
山
口
一
週
り
が
思
淀
川
附
さ
れ
、
一
二
討
の
一
一
一
角
形
タ
ワ
ー
に
大
小
八
質
の
高
い
大
型
応
繍
の
誘
致
、
そ

ピ
ン
グ
モ
i
ル
化
を
労
あ
て
さ
ま
中
、
。
性
感
街
は
芯
者
が
散
策
で
き
偶
つ
る
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
番
大
し
て
大
破
駐
軍
場
の
艶
緩
で
す
。

し
た
。
る
よ
う
な
、
明
る
く
裂
し
い
ま
ち
さ
い
も
の
は
、
夜
淫
四
十
日
ン
子
、
そ
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
事
業
の
強

手
始
め
と
し
て
、
絞
合
パ
ー
ル
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
重
さ
一
二
十
八
J
日
夕
、
総
選
議
一
白
六
化
、
出
国
報
化
へ
の
一
取
り
組
み
、
高

ロ
ー
ド
の
モ
ー
ル
ル
ル
を
進
め
、
点
サ
ン
ラ
イ
ズ
幻
の
は
照
終
年
政
で
寸
七

β
ラ
に
も
な
り
ま
す
。
鐙
は
感
度
の
官
間
続
品
開
づ
く
円
か
中
心
荷

揚
の
光
を
採
り
入
れ
た
切
る
い
自
民
あ
る
ん
J

斗
は
、
残
さ
れ
た
新
仲
遜
オ
ラ
ン
ダ
裂
で
、
鐙
を
た
た
く
ハ
応
備
の
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。

り
出
向
占
街
に
若
手
し
、
歳
京
大
売
ン
マ
ー
は
ベ
ル
ギ
ー
裂
で
す
。

m
り
山
い
お
前
の
十
二
月
間
思
議
ベ
ル
タ
ワ
ー
に
は
、
コ
ン
ピ
ユ
鴻
構
ユ

i
ユ

j

伍
し
、
オ
3

ブ
ン
し
ま
し
た
。
ー
タ
i
に
よ
り
音
楽
も
組
み
込
ま

山
ベ
ル
タ
ワ
i

が

れ

て

お

り

、

錆

童

書

野

パ

ラ

プ

ラ

ザ

れ

ブ

ラ

ン

や
雲
、
家
路
な
ど
の
メ
ロ
デ
ィ
も
中
心
街
ま
ち
づ
く
れ
J

計
濁
「
サ

制
新
し
い
名
所
こ
索
、
翼
い
警
の
喜
一
楽
し
ま
ン
ラ
イ
ズ
幻
」
は
、
六
十
三
年
度

ι

s

i

せ
る
新
し
い
点
訴
と
な
る
よ
う
に
そ
も
っ
て
終
了
し
ま
す
か
、
ま
ち

目
新
仲
通
り
高
話
街
は
、
湖
南
ス
商

i

一
夜
会
は
期
待
し
て
い
ま
す
。
づ
く
り
の
基
本
理
念
は
、
六
十
一
一
一

タ
ー
モ
!
ル
中
央
か
ら
北
へ
市
金
額
か
ら
捜
察
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
ー
だ
新
総
合

町

び

る

全

長

一

日

七

十

日

引

の

商

高

控

計

一

間

グ

湖

南

ユ

l
ユ
プ
ラ

Z

U

で
、
総
合
公
園
へ
通
じ
る
道
絡
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
豆
一
歳
プ
ラ
ン
u

に
絡
涙
さ
れ
て
お
り
、

あ
る
こ
と
か
ら
一
公
園
通
企
と
に
よ
り
、
令
国
各
地
か

ι語
尾
街
第
一
歩
が
進
ん
で
い
ま
す
。

呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
q

関
係
者
が
棟
一
祭
に
き
て
い
ま
す
。
耳
目
紅
谷
道
り
は
、
珊
震
の
均
す

ア
ー
ケ
ー
ド
ば
、
抗
告
パ
ー
ル
商
工
会
議
所
の
議
査
に
よ
る
と
、
埋
設
化
を
附
凶
り
、
彫
刻
と
花
の
あ

ロ
!
ド
や
沼
南
ス
タ
!
モ
ー
ル
と
六
十
一
二
年
一
月
か
ら
十
一
月
末
ま
る
ま
ち
に
し
よ
ち
と
題
作
抽
出
向
の
み

間
同
じ
よ
う
に
、
自
然
の
光
を
採
り
で
に
、
北
は
北
海
道
帯
広
市
か
な
さ
ん
は
計
画
中
で
す
。
宝
町
市
聞

入
れ
る
た
め
、
透
明
の
開
明
る
い
樹
ら
、
南
は
九
州
佐
世
保
市
ま
で
の
活
街
は
カ
ラ
l
鍛
装
を
、
新
光
会

均
板
ボ
ソ
カ
l
ボ
ネ
l
ト
板
を
一
使
五
ト
三
都
市
八
百
一
一
J
i
的
人
の
方
(
安
田
信
託
銀
行
部
1
大
内
通
り

用
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
の
美
観
を
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
特
に
司
立
つ
入
口
)
は
、
天
が
い
ア
ー
ケ
ー
ド

縫
え
る
反
応
ゃ
く
ず
入
れ
、
電
謡
の
は
、
大
都
市
大
阪
市
市
間
違
の
方
の
計
画
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま

ボ
ッ
ク
ス
等
の
街
具
は
、
買
い
物
や
川
崎
市
、
相
模
原
市
、
藤
次
市
す
。
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殿
場
付
近
を
う
ろ
つ
く

。
付
近
の
人
通
り
を
う
か
が
う

切
法
務
の
湖
沼
を
ド
完
ず
る

な
ど
の
不
自
然
な
わ
動
を
と
る
。

こ
の
よ
う
な
人
を
見
か
け
た
ら

別
番
、
ま
た
は
最
寄
り
の
派
出

所
、
駐
役
所
に
ご
連
絡
を
。

く〉重量主義援総

・草壁略号〉スこ学以上の専門課搾(短期大を除く)をど信業

した方及び手 3月に卒業する見込みの@，平齢は

昭和34年 4f~ 日以降に生まれた J-i <0 

くイ薬王寺

命事篭措①短期六学を明不可J63年 3月以降卒業し、保母の資

格を有する方及び64年 3JHこ主業する見込みの資格取

得見込みのプヨc ③年齢は昭和42年 4月 2日以降に生ま

れた万。

く)i繋縛@こと水害事作草案ゑ

@草壁掛①中学校以土を卒業した健康な男子。②年齢は昭

和 28年 4FJ2臼以降に生まれた方。

く>*こζ体重建築……伺………… l名
@資格①中学校以上を卒業した健康な男子で、木工作業

等の経験を有する方。②年齢は昭和28年 4月 2臼以

降に生まれた方。

者係開
闘行銀是

市
で
は
、
零
ケ
さ
れ
た

F川
町
の
マ
設
置
場
所
市
役
所
玄
関
前

議
皆
さ
ん
の
た
め
、
コ
イ
ン
ブ
ア
ジ
マ
設
霞
金
融
機
隠
横
浜
銀
行
・

ι
ク
ス
(
送
信
専
用
)
と
現
金
自
動
綾
湾
銀
行
@
平
塚
信
用
金
庫
(
市

市
預
入
支
払
機
(
キ
ャ
ッ
シ
ュ
コ
i

指
定
会
議
機
関
)

喝

ナ

1

)

レ
セ
設
鐙
し
て
い
る
。
ご
利
マ
利
用
で
き
る
時
間

ト

用

を

o

'

平
日
午
前
9
時
1
午
後
6
待

日

〔

コ

イ

ン

フ

ァ

ッ

ク

ス

}

'

上

濯
R
H

午
前
9
時
1
午
後
2

4
L

マ
設
覆
場
所
市
役
所
1
階
市
民
時

一

一

ホ

ー

ル

内

問

問

い

合

わ

叶

段

、

総

務

課

庶

務

t

{

現
金
自
勤
務
人
支
払
機
}
係
(
内
線
三
四
六
)
へ
。

。
ず
採
り
物
滋
に
ご
悶
用
心

年
末
年
始
は
寅
い
物
な
ど
で
車

を
使
う
機
会
が
多
く
な
る
が
、
乗

り
一
物
盗
も
こ
の
時
期
は
非
常
に
多

く
、
盗
ま
れ
た
車
は
金
融
機
関
強

盗
な
ど
の
犯
罪
に
使
わ
れ
る
こ
と

、ソ

今
年
も
あ
と
わ
す
か
。
例
年
こ
の
時
間
制
は
、
一
年
の
締
め
く
く
り
と
い
う
こ
と
か
ら
何
か
と

気
ぜ
わ
し
く
、
犯
罪
へ
の
警
戒
心
が
薄
れ
が
ち
に
な
る
た
め
、
強
盗
や
ひ
っ
た
く
り
、
均
ふ
き
巣
な

ど
、
心
の
す
き
一
を
ね
ら
っ
た
犯
罪
が
品
品
持
す
る
。
思
わ
ぬ
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
家
族
や
燐
り
近

所
で
話
し
合
い
、
自
主
紡
犯
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

警

察

で

は

、

ト

一

一

月

一

呂

か

ら

一

え

に

く

い

家

一

が

あ

る

。

一

年

末

に

か

け

て

飲

酒

の

機

会

が

一月
L
1
日
ま
で
を
「
年
末
年
始
特
一
マ
空
母
国
離
が
数
越
す
る
家
一
愛
車
が
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
一
多
く
、
こ
れ
に
よ
る
ズ
通
事
故
は

別
答
或
毅
問
」
と
し
、
犯
鍔
や
交
一
・
ワ
ン
ド
ァ
、
ツ
]
ロ
ッ
ク
を
し
一
十
分
に
投
意
し
よ
う
。
一
後
を
た
た
な
い
。

通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
の
特
別
一
て
い
る
家
一
な
お
、
不
幸
に
し
て
被
害
に
あ
一
平
塚
市
交
通
安
全
対
策
協
一
雲

警
戒
に
あ
た
っ
て
い
る
。
一
夫
が
い
る
家
一
わ
れ
た
方
は
、
被
宝
日
官
そ
の
ま
ま
一
で
は
、
十
二
日
三
十
日
(
火
)
ま
一

皆
さ
ん
も
次
の
こ
と
に
気
を
つ
一
・
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
を
取
り
付
け
一
に
し
て
、
「
素
早
く
出
番
通
報
」
一
で
、
市
内
の
壬
な
交
注
ヤ
リ
ん
で
亦
色
一

け

、

明

る

い

新

年

在

迎

え

て

い

た

一

て

い

る

家

一

を

。

一

回

転

灯

を

出

し

必

が

ら

街

頭

監

視

一

戦

い

を

展

開

し

て

い

る

。

だ

き

た

い

。

一

O
ス
ワ
に
ご
潟
、
心
一
定
、
空
き
巣
な
ど
は
盗
み
に
一
を
行
い
、
湧
過
去
に
芸
章
一
飲
料
ま
は
死
に
つ
な
が
る
こ

一
一
人
る
前
に
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
一
え
る
「
欽
紹
運
転
追
放
レ
ッ
ド
作
一
と
が
多
い
。
絶
対
に
や
め
よ
う
。

。

受

容

議

5
5一
昔

、

銀

行

な

ど

の

金

量

一

|

|

(

ト

j

l

j

i

一
平
塚
市
消
防
話
語
、
一
月
一
に
よ
る

Eい
」
の
振
り
込
み

年
末
年
程
表
撃
語
な
利
用
の
行
き
帰
り
に
は
、
十
分
三

i
v

窮

g

i

s

t

'

l

?

一
六
百
(
金
)
に
行
わ
れ
る
。
…
と
ほ
し
ご
」
乗
り
の
演
技
が
披

ご

外

出

の

機

会

が

多

く

な

る

う

一

言

。

一

轟

轟

智

嗣

乾

窃

麓

舞

量

一

当

日

詰

望

部

、

立

宣

さ

れ

る

。

さ

き

。

べ

奪

わ

し

さ

か

ら

つ

い

戸

綿

一

マ

ス

り

に

あ

安

い

た

め

に

は

一

警

標

号

鋪

擦

線

量

襲

撃

的

桜

露

側

委

a
警

一

消

防

窃

、

息

語

防

隊

な

ど

総

勢

一

マ

臼

時

1i釜
)
午
前

号

室

れ

、

空

き

巣

に

入

ら

れ

一

欝

混

雑

す

る

棄

で

は

、

現

金

や

一

一

七

百

人

が

事

υ消
防
換
喜
一
切
符
1
U時
一

ク

孟

も

、

優

秀

な

量

産

る
ケ
1
ス
が
多
く
な
る
。
二
耳
尋
問
は
毒
か
ら
離
さ
な
い
一
年
の
瀬
議
え
で
の
あ
わ
た
だ
一
期
間
中
、
消
妨
害
で
は
消
防
本
豆
件
数
は
九
十
六
件
(
霊
昨E年
Z法些宝一二二一ニ一玉技、一長斉放葉水な害どを昇行うえ外《竺、」一マ守
Zι会
毒
E議
場
総
響
合
公
益
濁
空
(
言

J

書言的定広広一綴緩露叫織楠(葬納界付慾響警口5)
や主年金喜説普童官葺及

マ語拘愛耳蓄裏昨に露伊雪b詔
わ
れ
草
や
?
ま
い
家
笠
一
.
財
警
布
を
雲
ズ
ボ
予
ン
の
宗
ポ
ケ
宅
ツ
ト
与
や
竺
一

τし
さ
言
と
、
季
節
票
が
、
らb足
火
を
毒
使

2さ」一
利
型
や
車
苦
両
、
山
消
誤
消
読
紡

@み外出毎持慧や喜寝雪る前恵のか蓄#芦
eあめ2か
一
田
貝
い
物
か
ご
な
ど
に
、
章
一
作
と
が
多
い
こ
と
か
長
災
発
生
の
一
検
な
ど
初
動
態
勢
主
主
豆
コ
ン
ロ
が
一
一
十
一
三
一
番
多
一

h

h

一
民
年
金
普
及
推
進
月
間
(
十
一

け
忘
れ
な
ど
、
戸
絡
ま
り
三
に
入
れ
な
い
一
増
加
が
予
想
さ
れ
る

0

2

5で

は

十

一

月

↓

十

一

く

、

放

火

十

六

件

、

タ

パ

コ

十

一

一

た

き

究

推

危

険

/

す

社

会

保

険

庁

)

に

あ

た

り

表

主

と

し

て

い

な

い

家

一

・

込

書

つ

乗

り

物

は

護

臼

が

一

こ

の

た

め

消

防

本

部

、

喜

一

九

日

か

ら

一

一

三

日

ま

で

の

二

日

一

件

と

続

い

て

お

り

、

喜

と

し

て

一

?

彰

さ

れ

た

。

(

敬

語

)

会

事

事

費

足

場

と

し

一

最

も

危

険
D

わ
ざ
と
押
し
て
く
一
環
消
防
警
は
十
二
月
二
十
五
一
問
、
各
分
窃
と
も
分
団
員
寸
人
を
一
は
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み
一
年
末
は
大
掃
除
な
ど
の
た
め
に
一
く
な
っ
て
い
る
。
一
塁
胃
保
険
庁
長
官
表
彰
幸

て
書
さ
れ
る
室
長
者
一
る
人
ゃ
、
持
さ
れ
た
ふ
り
を
し
す
(
日
)
か
ら
一
一
十
百
(
土
二
分
自
言
待
機
さ
受
午
後
八
王
、
火
の
元
か
ら
離
れ
た
す
き
と
家
庭
で
の
ご
み
の
量
挙
ぇ
、
た
一
火
器
一
瞬
に
し
て
尊
い
生
命
一
第
2
納
税
貯
蓄
組
合
(
代
表
荒
川

て
あ
る
家
て
擦
り
寄
っ
て
く
る
人
に
は
十
一
ま
で
の
一
遜
問
「
整
不
火
災
科
技
約
一
時
か
ら
十
二
時
ま
で
の
限
貯
閥
、
一
火
災
に
な
っ
た
例
が
多
い

o

E
火
を
す
る
機
会
が
多
く
な
る
一
を
奪
う
の
み
な
ら
ず
、
他
人
に
大
一
一
一
塁
季
、
千
須
お
納
税
貯
蓄
総
会

舗
洗
濯
物
が
一
分
注
意
す
る
一
義
」
と
し
て
、
金
書
機
関
を
一
地
域
の
巡
回
蓄
を
行
う
こ
と
に
一
皆
さ
ん
も
も
う
一
度
火
の
元
三
が
、
品
時
期
は
菱
が
乾
燥
し
一
き
な
被
害
を
与
え
て
主
う
。
一
言
葉
孝
義
)

マ
ひ
っ
た
く
り
に
あ
わ
な
い
た
め
一
動
員
し
て
の
襲
警
戒
主
た
る
一
し
て
い
る
。
一
篠
宮
、
火
災
以
一
お
き
い
占
つ
一
強
い
雪
吹
く
た
め
、
た
き
火
が
一
皆
さ
ん
も
た
支
を
一
す
る
と
き
一
マ
県
知
事
表
彰
国
民
年
金
委
員

に

は

一

こ

と

に

な

っ

た

一

月

三

十

日

霊

の

火

災

発

一

十

分

意

し

て

い

た

だ

き

た

い

。

一

原

因

と

な

る

火

災

草

生

し

ゃ

す

一

準

装

き

と

を

宮

、

火

災

一

手

賀

ワ

ク

(

六

円

)

、

雲

正

雄

・

入

還

り

の

少

な

い

環

街

灯

の

予

防

に

努

め

て

い

た

だ

き

た

い

。

一

一

大

患

、

床

枝

勝

一

間

(

上

庶

子

な

い

夜

道

は

避

け

る

足

棄

を

す

る

と

章

一

分

)

、

板

橋

卓

三

塁

)

e

自
転
業
や
バ
イ
ク
の
か
ご
に
皆
A

a

風
が
強
く
内
誌
が
乾
燥
し
て
い
一

重

ロ

面

支

れ

な

い

る

と

き

は

し

な

い

一

富

民

健

康

保

険

ム

ッ

ク

な

ど

は

、

重

と

反

対

@

一

度

に

た

く

さ

ん

の

物

議

さ

一

邸

周

年

表

彰

を

側

の

手

や

脇

の

下

に

し

っ

か

り

ょ

、

一

AY
し

}

と

抱

え

る

よ

う

に

持

つ

よ

枯

れ

背

中

な

ど

に

燃

え

移

ら

な

い

一

関

民

健

康

保

験

制

度

は

今

年

で

必

死

フ

ザ

ー

を

携

帯

し

、

万

ょ

う

罵

害

状

況

を

議

か

め

る

一

五

十

塁

を

迎

え

る

が

、

こ

れ

を

の
と
き
は
活
用
す
る

e

水
ば
け
つ
や
消
火
器
な
ど
の
消
一
記
念
し
て
事
業
功
績
者
品
川
表
彰
さ

火

操

備

を

す

る

一

一

れ

た

。

(

敬

称

略

)

@
必
ず
監
視
す
る
人
を
置
き
、
飛
一
マ
察
知
事
表
彰
一
月
富
民
健
康
保

び
火
や
子
供
の
い
た
ず
ら
な
ど
一
険
運
営
協
議
4
1
A
首
長
山
由
忠
治

に

注

意

す

る

一

こ

の

ほ

か

優

良

保

険

者

と

し

て

@
対
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
、
引
火
一
県
下
部
十
三
保
険
者
の
中
か
ら
、

性
危
険
物
の
近
く
で
は
し
な
い
一
一
一
平
塚
市
を
含
む
十
二
保
険
者
が
県

e

終
え
た
と
き
は
水
や
砂
を
十
分
一
知
事
表
彰
を
受
け
た
。

く〉習す著著作議長義 e・e・…口……… 1名

。資格①中学校以上を卒業した健康な女子。②年齢はBg

和 28年 4月 2日以控にノとまれた方。楳脊鴎の労務作業

。懇親綴(務渓議絞) …・号H ・H ・ 1各

s 重軽格①大 7の専門課程を卒業し、薬剤師の資格をl'iす

る方及び64年 3月に卒業 tる見込みの資格取得見込み

の方。 GI年齢は自百不日38牢 4fi2 E-U--_')，i嘩に生まれたtJ。

繍受験申込惑の務求及び問い合わせ先

全醤部職員書主人事係(内綿321)

語審受付翼耳関 12月 16円(金)~23 日(金)

自

に
か
け
、
完
全
に
消
え
た
こ
と

を
確
か
め
る

ー
月
日
目
(
水
)

デ
約
制
(
届
霊
前
で
も
可
)
、
日
時
:
出
時

測
震
補
談

1
月
日
日
(
金
)
、
日
時
F

うは四時

毎
日
(
た
だ
υ
、
土
曜
は
ロ
時
ま
で
、
日

曜
・
祝
日
は
除
く
)

八
〉
消
欝
生
活
相
続
ロ
丹
羽
目
(
金
)
、
同
日
(
金
)
、

1
月
6
5

(
金
)
、
同
時
1
日時

〈
〉
豪
語
相
経
1
月
四
日
(
木
)
、
日
時
1
日
時

〈〉発明暗
d

棄
特
詳
輯
談

1
月
9
日
(
月
)
、
日
時

stu時

心
下
請
数
刷
出
端
談

U
月
日
日
(
木
)
、
日
時
加
分
1
日
時

〈
〉
住
宅
相
談
日
月
白
日
(
火
)
、
日
時
3
話
時

を
韓
関
少
年
繍
談
愛
(
市
民
セ
ン
タ
ム

M

j七
一
一
一
一
一

片

5
金
曜
日
9
時
1
M
時
土
曜
臼
は
日
時
ま
で

〈
〉
悩
み
ご
と
は
n

ヤ
ン
デ
テ
レ
ホ
ン
H

お
j
七
八
一
一
一

O

月
i
L蕗
日
9
時
r

、
日
時
却
分

機

一

筆

畿

日

ω
1一一一一一一一一一一一

〈y
h
w
怒
」
と
棉
談
聾
遇
月
輔
副
、
日
時
3
日
時

八
〉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
毎
週
月
5
金
曜
日
、

9
時
日
話
時

土
曜
日
は
詔
時
ま
で

。
結
婚
議
談
聾
週
日
曜
日
、
日
時
1
日時

(第
3
日
曜
自
を
除
く
)

。
母
子
構
静
毎
週
庁
1
金
曜
白
、

9
時
日
時
時

合
憲
穫
河
童
相
談
聾
一
週
月
，
、
金
曜
呂
、

9
時
i
m時

。
高
齢
議
議
輔
畿
笹
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
泊
分
3
日
時

土
曜
臼
は
臼
時
ま
で

心
掛
人
相
談
毎
局
第
3
木
曜
自
、
日
時
3
日時



重患449-5

a

と

び

職

須

田

秀

人

、

船

津

工

藤

博

・

洋

服

仕

立

天

・

配

管

工

荒

木

幸

一

、

向

山

議

a

皐
董
翌
整

理
成
男
、
演
出
町
素
信
・
畳
毅
一
直
属
瀬
巌
、
弁
明
伸
久
夫
、
木

葛
時
滋
久
、
内
田
孝
一
・
議
日
化
、
進
藤
誠
・
タ
イ
ル
ヱ

↑
工
河
建
勝
錦
、
山
毘
博
・
一
石
川
淳
一
@
電
気
工
事
土

百
六
部
向
田
宏
@
理
容
部
一
大
平
健
次
、
片
倉
洋
回
目
、
青
木
吉

井
式
、
浅
田
約
一
、
山
市
出
房
男
一
昭
・
電
子
修
理
技
術
ム
ム
小
山
幸

・
美
容
師
木
川
久
子
・
諒
一
太
郎
、
大
竹
菊
夫
・
漁
師
大

昭
和
六
十
円
二
年
度
警
警
護
一
は
次
の
と
お
り
。
(
敬
語
)
妻
工
李
香
亘
書
霊
童
、
根
本
塁
、
一
谷
葉
、
後
重
一
-
一
、
出
口
奏

者
表
彰
式
が
十
一
日
パ
一
工
二
日
、
一
夜
緩
功
労
者
}

e

板
金
工
・
鮮
魚
沼
建
一
師
森
川
勝
美
、
一

l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l
i
l
-
-

勤
労
会
館
ご
行
わ
れ
た
。
一
鈴
田
町
型
力
・
時
計
修
理
部
網
誠
一
漁
師
則
松
本
重
雄
一

L

白
‘

}

-

h

こ

れ

は

、

夏

の

中

か

き

一

言

、

宝

田

介

護

一

襲

撃

忽

広

喜

一

欝

阿

部

資

患

の

事

告

を

級
品
種
に
長
く
盗
事
し
、
自
己
の
技
一
大
石
健
室
岡

a

印
刷
削
工
原
町
田
抱
一
土
室
町
茂
、
北
嶋
清
二
@
造
一
ノ

il:w
胃

;
j
{
1
l
l

司

能
を
磨
き
、
後
進
室
長
に
努
め
一
介
・
製
薬
衛
生
一
帥
加
藤
秀
一
窟
廓
鈴
木
健
司
@
板
金
工
一
市
内
に
事
務
所
(
務
局
、
営
業
一
部
資
産
が
な
い
場
合
で
も
、
そ
の

そ

の

警

の

向

上

発

展

に

功

績

の

一

雄

密

豆

腐

製

造

磯

村

淳

正

雄

一

定

量

・

染

物

戦

八

章

一

所

、

工

場

ぎ

が

あ

る

事

章

一

旨

申

告

を

。

一

い

う

。

一

マ

問

い

合

わ

せ

先

資

産

税

課

土

あ
っ
た
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
一
去
最
山
本
章
、
佐
藤
一
治
・
建
義
吉
号
、
中
一
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
ニ
マ
対
象
と
な
る
償
却
重
宝
率
重
量
と
す
る
土
地
①
一
(
内
線
二
八
八
)

今
年
て
寸
回
母
一
正
男
、
竹
山
弘
古
、
北
野
市
部
一
川
龍
彦

e

警
護
生
読
一
杉
一
月
一
日
現
在
の
償
却
出
還
を
一
月
一
家
屋
を
除
く
事
業
用
有
形
資
産
一
昭
和
幻
年
1
月
2
日
か
ら
れ
ど

τ

今
回
は
、
六
十
歳
以
上
で
一
ニ
十
一
@
か
わ
ら
震
ふ
さ
議
喜
一
妻
、
中
島
選
、
麻
生
喜
一
一
一
了
ナ
一
三
昭
和
六
十
四
年
主
(
例
え
ば
君
、
工
具
、
機
械
芝
号
室
で
に
農
地
・
山
林
霊

長

高

一

撃

に

従

事

し

、

竺

孫

了

と

議

室

主

6
7一
豆
腐
製
造
機
佐
藤
雲
一
分
)
ま
で
に
ま
百
し
て
い
た
た
く
一
塁
で
、
そ
の
滅
襲
撃
が
一
転
用
し
、
支
は
住
宅
用
地
以
外

範

的

事

約

五

芸

能

功

労

一

重

工

一
J

一
熊
量
-
調
書
一
@
大
工
栽
杉
山
妻
、
警
一
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
璽
窓
旦
所
得
霊
上
、
損
金
ま
た
は
必
要
一
の
重
か
ら
一
住
宅
用
地
と
な
っ
た

者
二
十
五
人
と
、
一
…
子
歳
以
上
で
一
重
圧
員
長
妻
・
一
書
、
遺
書
、
小
川
小
一
、
京
混
雑
す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
一
経
費
と
し
て
算
入
さ
れ
る
も
の
。
一
も
の
富
空
間
以
蓄
に

十
五
年
以
上
向
一
職
種
に
従
事
し
一
議
仕
立
師
二
重
淳
、
小
淳
一
加
藤
築
、
佐
々
木
豆
一
二
日
同
署
一
一
月
一

A

十
日
(
会
)
ま
で
に
喜
一
た
だ
し
、
車
両
で
事
裏
、
一
住
宅
用
地
か
暴
住
宅
用
地
と
な

で
い
る
寝
室
町
者
五
十
一
一
一
会
事
太
郎
@
向
転
李
総
立
整
備
士
一
減
、
草
野
葉
、
小
町
吾
妻
・

τて
い
た
だ
芝
ぃ
。
一
軽
自
動
車
税
義
せ
ら
れ
て
い
る
一
っ
た
も
の

表
彰
さ
れ
た
。
受
賞
さ
れ
た
万
々
一
白
砂
修
一
一
、
中
戸
川
川
敏
明
、
菊
一
か
む
ら
盤
根
ふ
き
戦
相
浮
孝
一
ま
た
、
申
告
の
対
象
と
な
る
憐
一
も
の
は
除
く
。
一
寸
問
い
合
わ
せ
允
資
援
税
課
土

2
2
5
5
5
5
E
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
E
2
5
2
5
5
5

一
マ
問
い
合
わ
廿
発
資
議
税
謀
俊
一
地
係
(
内
線
二
八
八
)

出

集

集

る

庭

で

い

に

付

、

で

尿

)

て

耕

一

部

資

滋

係

(

内

線

二

九

一

)

制

収

収

い

家

ま

さ

開

け

で

ま

し

招

つ

だ

り

り

て

る

)

小

は

受

の

)

、

続

な

等

ω幻

時

付

幻

付

付

お

お

つ

な

金

が

で

を

い

火

円

噺

と

ロ

3

1

話

受

品

受

受

ど

ど

行

と

(

槽

)

む

な

(

前

)

附

期

懲

統

御

付

電

で

付

一

で

付

で

付

常

常

で

目

白

使

日

取

け

白

特

急

裂

納

所

内

内

受

場

ま

受

幻

ま

受

ま

受

平

平

隣

日

目

、

日

み

ん

J

O

和

ク

話

の

役

先

(

(

予

午

ら

話

午

ら

午

ら

で

ら

間

初

ら

で

~

く

山

川

日

数

ン

先

理

、

ナ

市

せ

課

諜

か

雌

蕊

か

憲

正

か

正

か

ま

か

日

に

か

庭

日

時

受

か

手

ピ

せ

間

期

、

わ

務

理

ノ

)

)

)

加

問

)

家

5

附

酬

は

、

(

ね

日

3
聞
出
合
議
管

水

晶

粗

金

水

揚

木

水

金

水

木

ホ

は

の

レ

へ

た

月

庭

幻

鑑

ド

合

鵠

第

機

い

生

生

一

(

鰯

(

(

理

(

(

{

(

(

(

り

み

(

し

1

仏

家

(

~

印

一

い

時

翻

料

献

。

問

問

衛

癒

田

繁

日

毘

処

日

日

a
B

尽

日

取

休

日

そ

〈

隈

の

日

課

力

開

廷

。

線

数

金

い

の

境

境

4

樹
齢
却

4
砕

油

4

却
4

泊

5

H

ソ

み

の

ね

り

臼

に

外

幻

聖

の

認

の

の

子

の

た

へ

環

境

月

鮒

月

月

秘

月

月

月

月

察

丹

月

絞

く

始

月

取

集

縫

以

同

月

管

も

確

へ

的

掃

り

き

料

ー
一
口
1
み
〉
U
1
〉
ロ
1

限

立
I

M
引

の

年

ロ

み

収

家

れ

o

ロ

生

る

り

築

総

清

寄

だ

数

>

〉

厳

守

ご

用

用

φ

φ

誠

一

d
d

庭

京

く

の

、

そ

そ

衛

す

殴

Z

遣

は

最

た

F
み
尿

始

藤

来

始

大

務

末

始

殻

末

始

の

末

始

〈

家

年

弘

に

次

加

。

承

付

境

警

み

倒

率

月

。

い

掃

ご

し

年

瀦

年

年

総

業

年

年

一

年

年

波

年

年

特

各

、

う

間

め

わ

る

了

受

環

持

く

し

油

開

花

る

て

湾

く

く

。

。

く

く

し

綴

が

の

の

た

合

け

ご

〈

〉

〈

〉

古

濃

い

め

す

一一九一 … 
年の瀬は各家庭で大湾捕が行われるため、

例年出されるごみの量は非常に多くなる。

また、年来年始はごみ収集が休みとなるた

め、収集臼を間違ってしまうと、正月をごみ

の中で過ごすようになることも十分に考えら

れる。

年末年始のごみの出し方をよく権認し、決

められた日に忘れずに出していただきたい。

また、し尿収集の日程もよく確認を。

可燃ごみ
[汚・木収集地区]

年末---12月 四 日 ( 木 ) ま で 収集

年始今 1月 5呂(オめから収集

{火・金収集地区3
年末 12月 30日(金)まで収集

年始 11"16 金)から収集

(7)く・土叙築地区}

年末。12月28E1 水)まで収集

年始 1月 4El (*)から収集

問ー本・宣告奴主義地区}

年来 12月 30日(金)まで収集

年始 1月 4EI (水)から収集

びく・木・土収集地!ll:J
年末 12j:-=j29日(士〕まで収集

年始 1 fl 5 木)から収集

可燃不適ごみ

年末 12R28臼(水)まで平常どおり収集

年始 1月 5日付ねから平常どおり収集

。岡崎、二七沢地区のみなさんへ

第 1・第 3丹緩司が可燃車ごみと資源再

生ごみの収集地主主となっている碍崎・ふじみ

野酋土屋 B 上吉沢・下吉沢地区 は 、 第 1f3曜

日が 1月 2日、第 3月曜日が 1月168と続け

て休日(祝日の振り替え)となる。

このため、 1Fl16日〔丹)は可燃不透ごみ

と資源再生ごみの特別徴収を行う。お間違い

のないように。

磁器寺ごみ

年来一 12月 26日 ()'J) まで収集

年始ー 1 月 4 日(*)から~J1襲

肯ごみ収集への問い合わせ先

環境衛生業務課(内韓530)

ごみの持ち込み

。犬神懇織衛生センター 電 話55-6615

年末 12月 30El (金)正午まで受付

年末 12月四日(ホ)まで平常どおり収集

年始 1月 4日(*)から平常どおり収集

驚2軍事寄生ごみ

土
地
に
か
か
る
回
定
資
産
税
の
一

言
、
主
の
敷
地
と
し
て
使
用
一

さ
れ
て
い
る
二
百
平
方
針
未
満
の
一

宅
地
の
税
金
は
四
分
の
一
と
な
一

り
、
二
百
平
方
針
以
上
の
宅
地
の
一

税
金
は
二
分
の
一
と
な
る
の
で
、
一
一

次
に
該
当
す
苧
エ
地
を
所
有
し
て
一
い

い
る
方
は
、
一
一
月
一
日
(
水
)
ま
?

で
に
そ
の
旨
申
告
し
て
い
た
だ
き
一

た

い

。

一

な
お
、
住
宅
用
地
と
は
専
沼
住

本
企
た
は
併
用
住
宅
の
敷
地
に

く〉督署縫:喜善
(護休交代用員)

・期 間 64年 1月 訪 日 -5 Fl 2日まで

・崩し込み及び跨い会わせ 12月23日まで

に企画部職員課(内線321) へ

く〉絵食懇主要員。日 1人

・年 齢 50歳まで。男女向わず

時総 637円

，期間 64年 2月 i日-7丹31日

・申し込み及び問い合わせ 市民病院

庶務課庶務係{電話32--0015)

3人

と一

{童書 1昔話}式典 10時 30分~

{第 2古事}記念講横 時10分~

言轟綴チャック aウィソン

ラーマ
(これからの世の中を生きていくために)

館 当 市民部青少年課育成徳、{内線506)

イセ民異動届は、選挙、就学、爵毘年金、扇民瞳鹿保

険、予間接種、印鑑証明などのもと位なる重要なもむ

です。住所が変わったときは必ず14日以内に届け出を

してください。

届け出には、その方の氏名、住所、異動した年月呂、

世前の児所等がわかるようにし、本人または世帯主等

が届け出ることになっています。

うその届け出をしたり、正当の理由がなく閣け出をお

こたコた場合は過料が科せられる場合があります。

業担勾 市民課市民異動慌(屯話23--1111内線236)
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今
伝
も
も
う
す
ぐ
終
わ
り
で
す
1

年
の
瀬
も

迫
ま
り
、
各
家
庭
で
は
お
正
月
の
煙
備
な
ど
が
始

ま
り
、
街
の
中
も
慌
た
た
し
く
怠
っ
て
き
ま
レ

た。
そ
ん
な
な
か
で
、
私
た
ち
の
街
を
き
れ
い
に

し
て
萩
年
を
迎
え
よ
う
と
、
ト
一
月
二
十
七
日

の
ま
き
る
み
パ
清
掃
を
中
心
に
、
市
内
の
各

担
で
一
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
人
た
ち
は
、
ほ
う
き
や
ち
り
取
り

を
片
子
に
、
日
4
ち
葉
な
ど
の
ご
み
で
汚
れ
た
道

路
や
公
閣
を
手
分
け
し
て
、
寒
い
な
か
白
い
尽

を
川
町
き
な
が
ら
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
掃
除

を
し
て
い
ま
し
た
。

市
内
の
あ
ち
こ
ち
に
は
、
ご
み
が
詰
ま
っ
た

ど
ニ
ー
ル
袋
の
山
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
街
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
の
家
庭
も
、
き
れ
い
に
掃
除
レ
ず
¥
明
る

い
新
年
を
通
え
ま
し
ょ
う
。

が
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

外
へ
飛
び
出
さ
ず
、
同
冊
子
を
両
ん
い

て
火
事
治
し
て
し
ま
う
こ
と
が

一
次
災
警
を
紡
ぐ
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
。

総

緩

め

と

き

は

、

中

門

V

「
火
を
消
ぜ
J
」
と
大
き
な
一

七

戸

ア

品

開

け

合

う

叩

マ
使
用
中
の
ス
ト
i
フ
の
火
は
川

地
震
の
と
き
は
、
「
地
震
す
ば
や
く
消
す

い
だ
/
そ
れ
火
を
治
せ
ノ
」
の
一
マ
ガ
ス
ス
ト

7

ブ
や
ガ
ス
レ
ン

L

L

再

に

つ

き

る

。

ジ

な

ど

、

ガ

ス

を

使

用

す

る

一
使
用
中
の
火
は
、
議
ち
者
き
器
日
〔
は
一
五
拾
を
締
め
る

勇
気
を
も
っ
て
消
す
こ
と
が
大
マ
電
気
器
呉
は
ス
イ
ソ
チ
を
切
一

ι

切
で
あ
る
。
も
し
揺
れ
が
激
し
る

一

く

、

と

っ

さ

に

火

を

消

す

こ

と

小

み
ん
容
で
ラ
ン
ニ
ン
グ

財
開
法
人
平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
振
一
五
十
二
人
玄
茄
し
、
熱
戦
を
繰

一
興
財
閥
山
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
一
り
広
げ
た
。
成
績
は
次
の
と
お

一
み
業
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
警
九
一
り
。
(
敬
称
略
)

一
白
み
ん
な
で
楽
し
く
健
康
ラ
ン
ニ
一
ヤ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
日
本

一
ン
グ
を
国
間
く
こ
と
に
な
っ
た
り
ご
一
た
ば
こ
産
業
、

2
佼
小
松
嶺
子

一

家

族

三

参

加

を

。

一

金

属

、

3
位
日
産
申
書
・
住
友

一
マ
日
時

2
月
5
日
(
口
日
)
午
京
一
重
機
械
工
業

一
9
待
日
刊
分
i

一円
v
パ
ス
ケ
ッ
k

ボ
ー
ル
優
勝

一
守
会
場
平
塚
中
間
技
場
お
よ
び
総
一
パ
イ
ロ
ッ
ト
万
年
筆
、

2
佼

全

一

合

公

園

尉

内

一

労

済

、

3
位
キ
ャ
ノ
ン
，
住
友

一
マ
種
目
①
↑
般
男
子
の
部
3
J
一
重
機
械
工
業

一
日
制
②
一
般
女
子
の
部
3
キ
ロ
好
一
マ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
優
勝
三
共

一
③
一
般
(
男
女
〉
の
部
2
キロ

M
一
化
成
工
業
、

2
佼
市
役
所
へ

一
④
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
2
キ
ロ
好
一

3
位
オ
リ
エ
ン
タ
ル
写
真
工
業

計
一
寸
言
語
①
…
般
の
宮
市
一

A
-
宮

変
一
内
在
住
、
在
勤
、
事
4

で
宗
主
一
マ
卓
球
優
勝
関
碍
へ
イ
ン
ト

拭
一
以
上
の
方
②
フ
ァ
ミ
リ
ー
喜
一

A
(
2
年
連
続
)
、

2
位

向

機
一
は
小

AZ~と
そ

の

保

護

著

一

B
、
3
位
平
穿
金
属
工
業
・
一
一
一

節
一
円
v
申
込
前
期
間
口
月
日
臼
(
金
)
一
菱
樹
脂
A

木
一

1
1月
初
白
(
金
)
一
円
〉
軟
式
出
陣
球
俊
勝
臼
本
た
ば

円
一
申
し
込
み
は
、
見
慣
口
体
古
胃
館
一
こ
産
業
A
、
2
位
小
松
製
作
績

の
%
一
内
体
育
課

h

電
話
訂
一

A

一O
六
一
呂
、

3
位

向

A
@
市
役
所

熱
一

O)
へ

。

一

マ

男

子

硬

式

テ

ニ

ス

優

勝

関

一
関
ペ
イ
ン
ト

(
2
年
連
続
)
、

2

市

長

ス

キ

i
一
位
パ
イ
ロ
ジ
ト
万
年
筆
、

3
佼

講

習

会

開

く

一

全

農

農

業

技

術

セ

ン

タ

ー

よ

松

一
製
作
所

教
管
委
員
会
で
は
、
第
一
一
一
!
?
七
一
マ
女
平
夜
式
テ
ニ
ス
優
勝
一
一
一

向
半
塚
市
安
ス
キ
l
講
習
会
に
参
一
共
、

2
位
日
産
車
体
、

3
位

加
さ
れ
る
方
を
募
集
す
る
。
一
全
農
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

a
B本

マ
臼
判
明

2
月刊
μ
日
(
金

)
1
m
一
た
ば
こ
産
業

日
(
月
)
B
3泊
4
臼

マ
会
場
萱
盟
関
万
座
ス
キ
ー
場

マ
宿
舎
万
産
省
向
原
ロ
ッ
ジ

マ
会
費
一
一
万
八
千
円

マ
募
集
人
員
叫
人
〈
先
着
隣
)

マ
巻
あ
資
格
満
日
出
綬
以
L
L

内
在
住
、
在
勤
、
夜
学
の
方

今，，1草F高々まできれいに
今
を
生
き
る
開
明
尽
を
つ
く
る
線
人
の
自
立

i
家
獲
で
、
地
域
で
、
社
会
で
、
私
浮
:
!

〈
〉
と
き

I
Rお
怒
〈
木
)
午
前
9
隣諸分

〈
〉
と
こ
ろ
前
田
氏
セ
ン
タ
i
ホ
i
ル

バ
ス
ケ
ッ
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
大
会

{
内
容
}

・
婦
人
の
主
張

(
8人
)
と
講
模

いで湯のgさとの年をと援をたずねて

翼活滋 寺訪問 (水) ~18Eヨ ( 13) 

会主義 紋ど)1--6織でラスカJj;-Jレ

{特互主晶君霊7fc員長発:コ ナー〕

旬 花誇りんご、新柄、新巻粧の産地昨

続 t煮物、味噌、前味っとん、南部キ也

技 -tE 詩人形、秀街壊、革製品、鉄弱、こけし、民兵，¥-{，の

接ノ{，:t!rl売

[ 滋 光 コ ー ナ ー 〕 観 光 案 内 、 テ レ ホ ン カード販売

[特別企磁]

不'1き間ノ大会 12rJ 17! 1、 1811守 役 3i1寺

※テレふンカートが抗告3謀てあたるアンケー卜クイズがある。キ日1 上也之江官てコくり長

翼翼 箆 64ま手 2 寺 3 El ~5 段

会主義新潟県妙高村掬滋泉

・競技穣語 大回転、回転、距離

(女子、壮年、青年A、昔年Bの部)

・臼穏 2月 3怨(金)午後 8時集合

2月 5" (箆)午後10時解散

。申し込み及び問い合わせ

1月25f3 (水)午後 5時までに、参加料18，000円(ハス

代、宿泊等)を添えて、見約台体育館内体育課(電話

31-~3C日)へ。
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す納税通知事蓄を持参して、おi丘くの金

融機関で納めてください。

古口座掻替制度を利用している方i手、
口座の残念を音審議してください。

問い合わせ

・言葉税について……市民税諜

(内線269~272)

・納税・口座の相談 …収納課

(内線277~281)

窟曲iこ制用できます

ただし、占舟はできまぜ ん

;F412F EifHsis主:長 ls-13i寸;iii
R1ii町民filRjii軒高 1iU5!日 ;iii

語Fi下よ丙7一i占匂i己i討11栄叩i詰出i誤詰l許!暗ii一g li「5j一i一iiiiiiii}一一:一一一

;弓;日E詐主持警軒号梓?長z l]雪当iE誌雲←詠討寺托zi哲 ! 霊計葉 喜持喜;許喜:諸3富詰2計品

i告!: ?出i長iZ 草i ミii譲時官時?1計T ( ii i間i号iif主;i 
く〉見総合体育費宮{暫邑31-3057)

開抽薄弱 卓球、バドミントン、パスケヴ

ト、軟式犀球 (~165引、ハレー (16時へ)

• 12月四日{汚)午撞 1時 ~ 午 鞭8時

3丹 9日(月 '1

1月23日(丹)ノ/

く〉金田公民童書体育館〈電話31-2136)

姐開蹴撞蔚 パレー (9B:j--13時)、パドミン

トン、ほ球(l 3百年~16S軒、パスケソト (16

即日引、

・12月四日(月)午前 9時~午撞 8時

・1月16自{丹 11

-2月 6臼(月ノ

※ 2円分〉の"，し之さみは 1}J 6 [1 9 H字から

各種障ともラケット、シャトノレ、ポー

ノレは各自持替を、また、よばぎ用量草動ぐ

つを用意すること。

月3顎〈詔)

スタート 平塚競技主義 主子高守号待

コース

第 1主平塚競技場横内中学校 8.8km 

第 2区横「勾中学校豊田新幹線手前 4.7km 

第 3京 豊田新幹綿子前みずほ小学校 4.8km

2手~ 4は みずほ小学校ーー吉沢小学校 7，0困

窮 5区 吉沢小学校出域中学校 5.7km 

全 長 5民間 31. Okm 

閉会式山城中学綬

担 4 体育課
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第 449雪

0-
3、うますぎるもうけ懇に洛とし

穴

4. 1人で決めずに家族・知人iこ
まず楊談

5、絡単i二番くな署名、押すなI'p
鑑L じっくり読もう事磁守番寄

6、すぐにお金を払わずにうまく

使おうクーリング・才フ

※最近建築担金業者を装って、増・

改革の京を訪問し、材料代を請求

する悪費な業者がいる。ご注意を

担当地域づくり課

1、鰯単にドアを開けずに

まず鱒こう「名諸君と目的J

すルーブル美術舘複製主題震

・期間 ① 12月刊日(金) ~25 日(司) ② 1 

月 7日(土) .---15日(日)のいずれも 9時

-21器等

ー毘示するもの ①セザンヌ、ルノアール、

ミレ一、ブーダンの作品目点、②ハルス、

ゴツ車、シャルダン、ゴ ガン、スーラ、

ミレ のイ乍品目点

すチャリーティークリスマスの集い

キャンドルサーピス、睦ばなし、ベーフサ

ート、歌あそびなどの棄しいつどい。

咽日時 12月25日{日) 14時 -16時 30分

“対事親と子(入場自 由)

女少年少女美術教室E

貫主盟、木版i簡を抱強する。

・日程 1月刊日-3月25臼の彊週土曜日

( 2月 4日、 11日は除く〉・全9自

・時間 14時 -16時

・対象小学 4年生~中 学 3年生

・材料費 1，500円

・持ってくるもの 粘土ベら

合体麓臼揮週月曜日、 12月四日-1月 4日

合膏世草書樺

不出境問町12 抗電話32ー7029

も室で入場#を配布している。先着工60人。

官咲衛会

。12月四百(日) 10時、 14時 3階ホーJレ
「一薄田ぶどう」 カラ アニメ 115テ

有島武部j反押。絵具を盗んだ一郎少年の心

む動ぎを慢しい心でみつめる感動の作品。

「大地置が学校をおそった」

地畳間災現画 20分

長野県商品私也謹の記韻映画をみながら、大

地露が襲ったときにはどうすべきなのか、間

一題擢起を行った作品。

合開館顎寺間

ー貸出室、参考案

火~日曜日 9時 -16時日分

金曜日 9時 -18時50丹

原こどもさ震 火~土曜日 日時-16時50分

日曜日 9時-16時50分

女体輯段 毎週月曜日 12月286--1月 4日

台怒護措宮 守154境問町12~41 電話31-0415

-定員 30人〈抽選〉

・交通費 1.000内

・申し込み 1月日日までに性控はがきで

τ母体錨釘 毎週月曜日、 12月28日-1月 4日

合博物措宮 守254境問町12--41 電話詔 5111 

会冬のおたのしみ会

幼児、ノj叫学校母?年そ対車とした人形劇p

暁画など白難しい催し。

-日時 12月 17日とた 14時~

・合場図書館3階ホール

・出檀ふたば会 の 皆 さ ん

・内容人静劇「ぐりとグラのおきゃくさ

ま じパ ネルシアタ 「にんじんさんはなぜ

あかしリ、映画「ミッキーマウスと魔法の椙

子j ほか

・申し込み 12月 6日(火)から図書錯こど

小 説，文学

終列車 森村誠

ぼちぼち草子 田辺聖子

遥かなる虎跡 景山民夫

さまよえる自由覇軍 逢坂制

潮流のミ子一者 パット・コンロイ

死を讃え森に潜め す"31 多聖

戦 調の風 谷恒生

小説浅草案内 半村良

家 庭 ・ 生 活

結び方笥科 間関康彦

よ い 名 前 のつけ方事典 船津喬介

やさしい金 銀 箔 は が き 紙 結 域 天 蜜

女 29歳は生き方撒妙どき

はらだし1ら

アメリカ雑誌で生命の危機を読む

古都延治

社会科学 ・ その他

松織の如し 猪錦豪紀

国際化時代の 臼 本 経 諦 論 古 川 哲 夫

戦争と人間 謀本哲郎

西洋の落語 松原秀

上杉謙信ものしり史伝 桑田忠親

できる男と はf可 だ 広野穣

アメリカ重量かなる没落 佐藤隆三

合プラネタリウム「望濃鏡新時代j

121lの皇鹿とこれから作られる新しいタイ

プ田望ら童錦についての話。 (-~12月 25日)

・投票多目 土曜日 (14時、 15時四分)

日曜日 (11時、 14時〉

・観覧料 1人 100円

・所要時間 1回45分

・定員 128人

¥"""プラネタ J ウム休演一一「

1 ブラ才タ J ウム投誌機更新のためι
{ 月カ iら 4Iと旬まで投書多はお休みι
( ，ととな在。 ご f承を。

す寄E重品コーナーfヘピとカニr.JレJ緩
1989年は日年。それにちなんでヘピとその

えさとなるカエルの資料を麗示。カエルは 2

年間にわたって「みんなで調べようJで調査

した市内の分布図も麗示する。

・期間 1月 5日〈木) -30日 (汚)

合 1月翻然畿察会

冬を越す動欄物を罰事する。

.s時 1月22日(日) 8時-16時

・場所県立自然慌議センター{摩木市七沢〉



舗対象 百日ぜきの予防接種を受け

る必要のない乳幼!，E[!，，，

第 1期 3か月以1".6成未満の乳

幼児 3週間から 8週間の間隔で

3 1"8受ける。

ー第 2期 第 1問。)3即日の接種目

から】年以上 l年 6か月以内に l

回受ける。

輔接種方法 市民病院・共許病院の

みで年聞を通じて接種できる。持

撞日は両病院にと相談を。

盤料金無料

開保積是正 母ナ控溝手帳を持参

昭和63年守 2月 16臼

骨樺瞳センター

平塚市中堅34-17 竜話34-0311

骨平嘩樺憧所

平塚市豊原町 6-21 電話32-0130

〈ア〉

、ソ

と産後の過ごしプ2 ・呼吸法

2月 4日午前9時 30汁時30分

映画「母と子のきずな".車ちゃん

の育て方

盤会場保健センタ

盟主治医の許可を帯てからと参加

を。最終日はお父さんもどうぞ。

臨持書するもの母子様鹿手曜、筆

言己用具(全日韓共通)、スラックス

(5白と30日〉、さらし、裁縫道呉

( 9 、エプロン、二角巾、タオ

jレ (23日〉

醐輯 3期 対 車 は 3か 月 以 上 4請来

満の乳幼児。 3週 間 か ら 8週間の

問時で 3回受ける。

輯簡 2期第 l期の 3田自の接種目

から 1年以上 1年 6か月以内に 2

田空ける 5歳 6カ、月に連する

まで受けられるが、 4揖までに終

了することが望ましし」

瞳開業医、病院で接種できる。接種

日は底師とこd相談を。

闇料金無料

掴樺韓託、母子瞳麿手帳ぞ持書

購対象満 1歳から 6最 未 満0)幼 児

醐接揮方法 開業医、病続で受けら

れる。接種目は医師とご相談を。

臨料金無料

闇保険証、母子憧康手帳を持番
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製造業の事業所のみなさんへ

通商産業省では、昭和63年 12月 31日現在で、

ヱ業統計調査を行う。調査に際しては、知事

が任命した調査員がお伺いするので、年末年

始のご多忙の中申し訳ありませんが、ご協力

ください。

担当 市総務部総務諜統計内調査係(内線348)

一動物は愛情と費任をもって湾てようー

最近、犬や猫の苦情が場えている。飼い主

の 方は、次のことをよく守って 他 人 に 迷 惑 を

かけないようにしよう。

@ 近所に迷惑をかけない心配りを

@ 必嬰なければ不妊、去勢手術を

@犬の散歩は、必ず向、んの始末Jと丹治

輔の麓用Jを

@犬の放し鰐いは勉君主。絶対 に や め よ ラ

担当健漆課



(8) 

号
一
豊
田
地
区
に
は

界
一
子
供
た
ち
が
自
由

に
遊
び
ま
わ
れ
る
青
少
年
広
場

が
あ
り
ま
せ
ん
。
地
元
で
も
適

当
な
候
補
地
を
さ
が
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
面
積
な
ど

設
讃
条
件
が
あ
り
ま
し
た
ら
教

え
て
く
だ
さ
い
。

(
醐
盟
国
凶
透
綴
舜
次
さ
ん
)

、kill--

青
少
一
年
広
場
は

}
は
い
ソ
子
供
た
ち
の
遊
び

場
と
し
て
、
ま
た
青
少
年
の
余

畷
活
動
や
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
亭
返
め
る
た
め
、
公

園
緑
抱
愛
織
が
具
体
化
す
る
ま

で
の
笈
定
的
な
措
置
と
し
て
、

土
地
在
提
供
し
て
く
だ
さ
る
方

の
ご
授
意
に
よ
り
、
市
が
f

工
地

を
無
僕
で
お
借
り
し
、
地
元
の

皆
さ
ん
の
管
理
の
も
と
で
一
設
霞

し
て
い
ま
す
。

現
#
午
内
内
に
は
一
一
一
十
八
か
所

の
青
少
年
広
場
が
あ
り
、
日
甘
さ

ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

て
い
る
。

桐
戦
没
者
遺
族
棺
談
員

大
磯
町
西
小
磯
一
五
回
鈴
木
宏

氏
(
電
話
日

i
一
一
二
じ
こ

9

戦
髄
病
者
間
刊
誌
司

平
埋
市
の
ナ
塚
4
お

l

安
償

金
生
氏
(
電
話
泊
;
!
一
九
一
二
じ
)

詳
し
く
は
、
良
市
片
福
祉
部
援
護
課

(
電
語
。
四
五
二

O

一
一
一

…
内
線
五
五
五
一
)
へ
。

一
閣
開
放
モ
ニ
タ

i
募
集

再
三
同
県
の
仕
事
に
封
ず
る
意

見
や
提
事
な
ど
を
お
聞
き
す
る
た

め
、
昭
和
臼
年
度
県
政
モ
ニ
タ
を

募
集
す
る
。

マ
募
集
人
員
百
五
十
人

マ
募
集
期
間

1
月
4
5
一
本
)
ら

白
日
(
火
)

マ
資
格
加
議
以
上
の
県
民
(
た
だ

し
、
公
務
員
や
公
職
選
挙
法
に
よ
る

公
職
に
あ
る
方
お
よ
び
県
政
モ
ニ
タ

ー
を
経
験
さ
れ
た
方
は
除
く
)

マ
内
容
県
政
モ
ニ
タ
i
会
議
へ
の

出
席
、
県
政
の
特
定
一
7
1
マ
に
対
す

る
怠
毘
の
提
出
、
県
広
報
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

マ
謝
礼
年
一
万
七
千
円
以
内
一
(
活

動
実
績
に
よ
り
異
な
る
)

マ
任
期

1
年

設
器
薬
件
と
し
て
は
、

マ
敷
地
直
隅
慣
が
お
お
む
ね
一
一
千

平
方
ぷ
(
穴
古
日
出
寸
)
以
上
あ
る

こ
と

マ
旺
刈
り
、
利
刑
者
間
の
調
整

な
ど
、
通
常
の
維
遺
墨
は
均

第
同
居
農
林
水
産
事
計
密
表
コ
ン

ク
ー
ル
に
応
募
し
た
市
内
小
・
中
学

生
の
中
か
ら
、
入
役
し
た
四
十
円
の
昨

品
が
畏
一
市
さ
れ
る
。

マ
期
間
日
月
出
日
(
月
)
3詔
臼

(
水
)

・
時
間
午
前
9
時
1
午
後
5
時

守
会
場
土
市
役
所
1
肺
門
市
民
ホ
ー
ル

マ
問
い
会
わ
せ
先
農
林
省
神
ゑ
州

統
計
情
報
事
務
所
平
塚
出
張
所
(
電

話
回
一
八
九
五
)

ス

神
奈
川
県
即
時
健
医
協
会
(
電
話
。

四
五
四
五
一
一
一
一
四
一
こ
で

は
、
民
時
間
電
話
を
涌
却
し
て
髄
鹿
告

騒
げ
る
健
課
テ
レ
ホ
ン
サ
i
ピ
ス

(
電
語
制
(
)
四
五
四
五
一
一
ア
一
一
一
二

一
一
一
)
を
行
っ
て
い
る
。

マ
山
月
の
テ
マ
(
肉
付
)
お
な
か

の
風
邪
、
(
火
)
中
耳
提
を
予
防
す

る
に
は
、
(
水
)
山
歯
科
治
曜
と
麻

酔
、
(
木
)
肩
こ
り
、
(
金
)
尿
が
出

に
く
く
な
っ
た
ら
、
(
土
・
日
)
ゴ

ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
を
楽
し
む
に
は

部
未
に
お
け
る
法
務
局
の
登
記
事

務
は
臼
月
訪
日
一
本
)
ま
で
取
り
扱

う
が
、
こ
の
廷
内
は
後
記
事
務
が
増

加
し
、
今
年
も
受
件
廷
は
通
常
の
2

惜
と
予
想
さ
れ
る
。

笠
記
申
請
お
よ
び
争
記
簿
の
勝

本
・
砂
広
・
関
覧
・
印
鑑
証
明
な
ど

の
請
求
は
お
早
め
に
。

問
い
合
わ
せ
は
、
横
浜
地
万
法
務

周
一
平
嘩
出
張
所
(
電
話
ロ
パ
尺

ι

じ
)
へ
。

を
鍋
開
く

門v
日
時
日
月
山
品
目
(
土
)
午
前
9

寺
O
ふ
Ji
》

1
寺
O
ふ
J

R
3
4ノ
1
1
5
U
3
4フ

守
会
場
県
農
書
館
一
駅
南
口
)

マ
講
師
盆
栽
研
究
家
山
口
正
雄

氏マ
内
容
正
月
用
の
鉢
の
寄
せ
植
一
ス

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
南
騒
芸
セ

ン
タ
ー
(
電
話
四
人
)
五
九
三
)

平
揮
市
単
向
年
国
協
議
官
で
は
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
(
有
料
)

を
聞
く
。

マ
日
時
1
月
四
弓
(
土
)
午
後
5

時
却
分
1
7時
国
分

2，000 m'以上の土地を

書善後で重量してくれる方

元
自
治
会
、
室
町
出
会
が
行
う
こ

とマ
用
地
借
用
に
つ
い
て
は
、
市

と
土
地
提
供
者
と
の
慌
に
最
低

十
五
年
以
上
使
用
貸
借
契
約
が

で
き
る
こ
と

V
用
地
は
東
地
と
な
っ
て
お
り

広
場
と
し
て
安
令
な
場
附
で
あ

る
こ
と

ヤ
青
少
年
が
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
う

の
に
適
し
た
位
援
と
形
と
な
っ

て
お
り
、
他
の
一
類
似
施
設
か
ら

お
お
む
ね
一

J
M川
以
と
離
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す。
青
少
苛
広
場
の
新
設
に
つ
き

ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
条
件
を

満
た
す
場
所
が
あ
り
ま
し
た
ら

関
係
者
の
ご
協
力
を
一
得
た
う
え

で
設
居
直
し
て
い
き
た
い
と
考
一
え

て
お
り
ま
す
の
守
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

(
青
少
年
設
)

マ
会
場
市
民
也
ン
ヌ
!

?
出
積
荷
ラ
ッ
ツ
&
ス
タ
ー

マ
問
い
合
わ
足
先
同
青
年
間
協
議

会
(
電

J

品
目
一
八
五
月
)

年
韓
民
状
は
率
一
め
に

郵
憤
日
出
で
は
日
月
間
山
け
(
ト
ホ
)

か
ら
匂
賀
状
の
引
き
受
け
を
開
始
)

て
い
る
が
、
げ
ん
日
の
配
達
に
間
に
合

う
よ
う
、

u月
別
口
(
火
)
ま
で
に

寸
市
内
あ
て
一
ー
県
内
あ
て
二
地
的

県
あ
て
に
分
け
て
出
さ
れ
る
よ
う

呼
び
掛
け
て
い
る
。
ミ
協
h
H
を。

問
い
合
わ
サ
」
は
、
市
γ
埠
郵
龍
一
同
郵

慣
課
(
電
話
汎
一
一
。
一
一
)
へ
。

γ品
川
間
同

社
会
揺
祉
基
金
は
、
地
域
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
世
わ
れ
ま

す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
申
車
市
社
会
福

祉

協

警

(

童

話

一

七

七

)

へ。

御殿にある脅少年広場

(
敬
称
略
)

マ
社
金
播
祉
基
金
ヘ
ム
T

埠
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
一
万
円
、
高
村
西

と
も
し
び
グ
ル
ー
プ
七
T
口
五
f
一

円
、
松
井
洋
子
一
万
一
一
千
五
月

円、

k
沢
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議

会
一
一
十
万
円
、
関
根
キ
ン
子
同

千
丘
百
八
十
田
円
、
中
村
伝
五
郎

一
子
円
、
高
部
憲
一
一
・
幸
枝
寸
万

円
、
相
模
蚤
m
u市
実
行
委
員
会
-

万
円
、
県
中
央
印
議
業
組
合
一
千

円
、
県
紳
1
Z
婦
人
子
供
服
縫
逗
工
業

組
合
湘
南
支
部
一
一
万
六
千
百
四
十

円
、
県
自
転
車
商
協
同
組
合
平
塚
詰

1
・
第
2
支
部
万
瓦
百
十
円
、

県
建
具
協
同
組
合
平
母
支
部
一
一
万

一
一
一
千
七
百
五
L
I

円
、
調
央
建
設
組
合

一
下
百
三
十
円
、

-V即
時
在
官
組
合

四
ヂ
六
百
五
ト
円
、
湘
央
災
自
片
山
内
装

協
会
四
千
七
ぼ
ム
十
円
、

F
塚

唱
設
局
融
業
組
合
一
万
七
千
二
百

五
十
五
円
、

br
同
時
控
製
板
金
組
合

一
万
四
千
一
目

L
l
丘
円
、
湖
南
中

央
広
芦
美
術
協
会

H
b千
八
L

円
、
浅
香
幸
伐
一
ん
円
、
政
川
友

治

万

円

、

門

賞

式

出

一

万

円
ひ
ら
つ
か
カ
ル
チ
ャ
教
宗

一
一
万
五
一
一
百
五
十
五
円
、
日
人
会

千
円
、
川
塚
市
青
少
今
間
諜
協

議
会

mm
百
八
十
一
円
、
つ
く
υ
看

謁
帰
京
政
婦
紹
介
所
万
円
、
一
一

水
会
バ
千
円
、
勺
点
心
情
弟
会
五

千
円
、
兵
多
秀
太
郎
ず
一
百
八

円
、
市
川
名
千
円

マ
社
会
福
祉
へ
'
哉
氏
叫
輝
夫

下
内

一
ゾ
車
ま
れ
な
い
子
ヘ
ョ
磯
崎
勉

下
U
J

マ
心
身
蹄
害
者
へ
匂
加
藤
忠
一

二
J

ヲ

一
ノ
h
「

マ
交
通
遺
児
へ

会
四
万
円

ス
ポ
ツ
取
興
基
金
話
、
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
講
習
会
、
ス
ホ
1
ツ
郎

体
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
堕
わ
れ
ま

す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
市
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
(
電
話
お
!
っ
一
。

一)へ。

(
敬
弥
略
)

マ
ス
ポ
ツ
掻
興
基
金
へ
・
一
千
四
暗

ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
協
会
六
万
四
T
白

六
十
託
円
、
平
塚
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会
十
万
円
、
ヰ
塚

1京
庭
師
八

卓
球
連
語
七
千
百
九
jjLi--

一
一
円
、
待

出
醇
一
一
万
一
九
千
円
、
松
井
洋
チ

一
二
乃
五
千
円
、
中
間
名

r
ん
白
四

十
四
円

令部室

12 YJ 17トi

L七) 10B侍へ

158寺不1毛キノて

ルロード、 20

(シた) 13日寺

---15持軍尺南

Ci、24fJ(士)

10時----15時五工詩ノ¥-)レロード、 1 fJ 5日(木) 10時~

15時紅谷川一Jレローに 11日〔ホ) 13時~日時釈南口

。ご協力ありがとうございました(団体のみ)一敬称略

東海大学、平塚商業高校関沼ペイント、なでしこう

イオンズクラブ、プラステク、平域農業高校、しらさ

ぎライオンズクラブ、横浜ゴム、高浜高校 (10月分〉

ス

にペ雪 l いれこのつ警主主きあ宅史て 見主ま宇久主主主Z2そピハ なゴくまにあや
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